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経済学部・堀ゼミ3年生がお薦めする「経営者が書いた本」（１） 

あなたは会社のこと、どれだけ知っていますか？ 

  

「会社ってこんな感じなのか～。」 

「会社はこのようにして大きくなっていくんだ～！」 

 あなたは、この本を読んだ後こんなこと思うだろう。 

 

 今年、大学三年生になり、とうとう就活準備期に入った時期だった。大学では就職に向けての授業がスタートし、これから一年半の内に自分の進路を決

めるのだと考えていた頃に出会った本がこれだった。 

 これに出会う前は、「会社」や「企業」といった言葉を聞いても、イメージはいつもぼやっとしていた。そこに勤めている人は、どんなことを思いながら

仕事をしているのだろう、また、役員と社員の関係はどんなものなのだろうかなど、会社に勤めたことのない私には分らないことだらけだったからである。

そんな私が、大学の授業では、需要と供給曲線を用いて、その市場価格が一体いくらになるのかということを学んだり、固定費、変動費、総コスト、限界

費用などの企業の様々なコストを分析したりしても抽象的でいまいちパッとこない。経済学を学んでいる以上、ミクロな視点といっても産業別に企業を分

けて、その市場や企業のコストについて学ぶくらいまでしかできない。大学に入って丸二年経つが、未だに会社・企業に関しては分らないままだった。し

かし、ミクロ経済など経済学を学んでいる以上、会社・企業について考えたり研究したりすることが多い。 

でも、内部の理解なしに、会社や企業について考えたりしてもその産業の本質的理解はできないのではないだろうかと思うのである。産業が成長するた

めには、その中の会社・企業が成長しなくてはならないはずである。そして、それが成長するためには従業員が成長することが不可欠であるのだという。

成長の裏には、社員の多くの苦労と苦労を与えつづけること、従業員全員が情報を密に交わしていることなど多くの経営システムが隠されていたのだ。 

 

 これらの多くの経営システムが、この古めかしい本に集約されている。古い文体で、最初は読みづらいかもしれないかもしれない。だけれども、ここに

は、会社・企業に就職するとこのようなことが待ち構えているのかということ教えてくれるもの、いわゆる就活者の未来予想がここに記されているのでは

ないかと感じた。私と同じ考えをもつ人や、大学三年生の方にはぜひ読んでもらいたいと思う本である。 

 ‘執念の欠如する者には、自身を得る機会が与えられない。‘ 

これは、これからの私に大きな力を与えてくれる一節であると確信する。        （評者：阿部 貴） 

 


